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ホロセルロース :200メッシュ 以下に調製した試料を亜塩素酸塩法8)によって脱 リグニソ処
理し,水,アルコールで洗浄してデシケ-メ-中で真空乾燥したO




























附近の非常に巾広 く強い吸収は OHの伸縮振動によるものであるO この吸収が 比較的低い波
数領域にあらわれることは水素結合の結果である｡特にこの結合が無定形の領域で種々の強さ
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2900cm ･-1 附近に認められる鋭い吸収は CH の伸縮振動とCH2の伸縮振動によるものであ
る｡
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木 材 研 究 第43号 (1968)
ホロセルロースの IR吸収曲線にのみ認められる1740-50cm-1の吸収は-ミセルp-スの
遊離の水酸基に結合しているアセチル基の C-0 の伸縮振動にもとずくものである｡ 経験
によると遊離のカルボン酸の C-0の伸縮振動では1650-1725cm~1 に認められ, 酸が塩を








析パターンによって判定 しなければ ならないo調製 した セルp-スⅠに顕著に認められる
1430cm~1 の強い吸収は CH2基の変角振動によるとされているが6),α-セルロースに なると
減少して肩吸収程度 しか認められなくなっている｡ さらに 1400-1500cm-1 の間の吸収はく
ずれて不明瞭である｡本実験のセルp-スほアルカリセルp-ス ･水和セルp-スとも呼ばれ
るセルp-スIIに移行 したものであるか.ら結晶性 の低下による影響を考えねばならないO ま
た, この附近の吸収が物理的化学的 に影響をうけて変化をうけやすいことも考 えねばならな
い｡ 0'CoNNORIO) らは綿のセルロースの IRスペクトルにおいて結晶性が失われて無定形飽
域が増加するにつれて 1100-1450cm~1 の範囲の吸収で特に 1430cm~1 の吸収が消失して,
反面 895cm~1 にあらわれる吸収が大きくなる傾向のあることを指摘している｡ そして両者の
吸収の程度をしらべることにより IR的に繊維 のラテラルオ-ダーを判定することが 可能で
あるとしている｡ したがって本実験に 用し-､たセルロースは化学的処理をへて結晶性がこわれ
無定形領域が増加していることが予想される｡Ⅹ線的には Fig.5.に示したようなセルロース
IIの典型的 なⅩ繰回析図 を示している｡ セルロースⅠからセルp-スⅡへの変化においても
う一つの顛著な特徴は 1110cm~1 の吸収が消失していることであるo ビラノ-ス環の面内伸









附近に大きい吸収がある｡ これは セルロースのスペクトルでは認められない吸収 である｡
M ARCHESSAULT らは OH 面内変角振動に帰属させている7)が, ウロン酸の C-0振動もこの
附近にあらわれる｡ しかしキシランの側鎖に ついたウロン酸のカルボキシル基の C-0振動

























ないが, キシランに特徴的 に認められるようである｡ セルロースおよびキシランに認められ
る116()cm-1 の吸収はセルロースやキシランばかりでなく関連した誘導体のスペクトルでも共
通に認められる｡その他低分子のセロビオ-ス,ラク トー スのような二糖類でも観察される｡
しかしテ トラヒドロピランの スペクh/レではこの吸収は認められないことから LIANG,M AR-
CHESSAULT らは環と環 とを結ぶC-0-Cの非対称伸縮振動によるものと指摘している6)0
キシランの IRスペクトルで顕著に認められる 990cm~1 附近の吸収は環振動にもとずくも
の＼更あるが,セルロースでははっきりしない｡
730-960cm -1 の領域の IR吸収曲線によって分子中の立体構造上の特徴を知ることが可能
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キシランの IR吸収曲線は構成単位であるキシp-ス基が C6 の第 1級アルコ-ル基を除い




る吸収である｡ これは基本構成単位はことなるが, いずれも構造的に β(1-4) 結合の鎖状
構造であるからと考えられる｡.しかしアセチル誘導体にかえると両者はまったくことなった吸
収が 600-1000cm~1 の領域で 観察された｡ セルp-スアセテー トでは 900cm~1 に強い吸収
と 830cm-1 に弱い吸収のみであるが,キシランアセテー トでは 875cm~1,895cm-1 に強い吸
収 と680cm~1,840cm~1,930cm-1に弱い 吸収が 認められたo またグルコマンナンアセテ- I







ス, - ミセルロース (グルクロノキシラソとグルコマンナン), α-セルp-スを用いた｡セ
ルp-スについては同時に純粋な脱脂綿からセルp-ス Ⅰを調製し,その変化を比較したO調









4) セルロースⅡ (α-セルp-ス)に移行 したセルロース では セルロース Ⅰに認められる
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